
交
通
遺
児
育
英
会
（
清
水
司
会

長
、
東
京
都
千
代
田
区
）
は
、
1

9
6
9
年
5
月
に
財
団
法
人
と
し

て
設
立
さ
れ
た
。
以
来
、
高
校
生

へ
の
奨
学
金
貸
与
を
皮
切
り
に
、

順
次
対
象
を
拡
大
し
、
現
在
は
専

修
学
校
、
各
種
学
校
、
大
学
、
大

学
院
ま
で
カ
バ
ー
し
て
い
る
。

同
会
は
こ
の
ほ
ど
、
平
成
2
8

年
を
初
年
度
と
す
る
5
カ
年
計

画
、
第
4
次
長
期
事
業
計
画
を
策

定
し
た
。
こ
の
中
心
を
な
す
の

が
、
修
学
支
援
事
業
の
拡
大
だ
。

昨
年
4
月
に
は
同
会
が
運
営
す

る
学
生
寮
の
寮
費
を
値
下
げ
し
た

ほ
か
、
�
月
か
ら
は
同
会
の
寮
を

利
用
で
き
な
い
地
域
の
自
宅
外
通

学
生
に
対
し
て
、
毎
月
1
万
5
千

円
の
家
賃
補
助
を
開
始
す
る
な

ど
、
既
に
新
た
な
修
学
支
援
強
化

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
今
後
は
、

奨
学
金
返
還
免
除
制
度
の
拡
大

や
、
各
種
補
助
な
ど
の
候
補
策
を

検
討
し
た
上
で
、
新
規
支
援
事
業

を
進
め
る
方
針
だ
。

交
通
遺
児
育
英
会
の
石
橋
健
一

専
務
理
事
は
「
平
均
的
な
交
通
遺

児
家
庭
に
と
っ
て
、
子
女
の
修

学
、
と
り
わ
け
高
卒
後
さ
ら
に
上

級
学
校
へ
進
学
さ
せ
る
こ
と
は
大

変
重
い
負
担
に
な
っ
て
い
る
事
実

が
あ
る
。
ま
た
メ
デ
ィ
ア
報
道
に

よ
れ
ば
、
日
本
学
生
支
援
機
構
に

お
い
て
、
近
年
、
有
利
子
貸
与
型

奨
学
金
の
利
用
者
数
が
急
増
し
、

卒
業
後
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら

の
返
還
負
担
に
苦
労
し
て
い
る
様

子
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
当
会
奨

学
金
は
無
利
子
貸
与
型
だ
が
、
交

通
遺
児
家
庭
は
一
般
家
庭
よ
り
も

一
段
と
厳
し
い
経
済
状
態
で
あ
る

こ
と
か
ら
長
期
滞
納
は
漸
増
し
て

お
り
、
給
付
型
奨
学
金
を
希
望
す

る
声
が
多
い
。
今
後
さ
ら
に
、
給

付
型
に
よ
る
支
援
拡
大
の
余
地
を

探
り
、
第
4
次
長
期
事
業
計
画
の

推
進
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
」

と
す
る
。

2
0
1
4
年
末
に
、
同
会
は
独

自
に
交
通
遺
児
家
庭
実
態
調
査
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
同
会
の

全
奨
学
生
家
庭
1
0
8
5
世
帯
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
約
半
数

弱
か
ら
回
答
を
得
た
。
こ
の
結
果

を
ベ
ー
ス
に
第
4
次
長
期
事
業
計

画
が
進
め
ら
れ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト

の
内
容
に
つ
い
て
石
橋
専
務
理
事

は
「
交
通
事
故
被
害
者
の
�
％
が

父
親
で
あ
り
、
事
故
被
害
家
庭
の

多
く
が
母
子
家
庭
で
あ
る
実
態
が

判
明
し
た
。
母
子
家
庭
に
お
け
る

母
親
の
非
正
規
社
員
比
率
は
�
・

1
％
と
高
く
、
平
均
世
帯
収
入
は

年
間
3
2
8
万
円
と
厳
し
い
状
況

が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
大
学
生

の
初
年
度
に
か
か
る
費
用
が
約
3

0
0
万
円
弱
で
あ
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
交
通
遺
児
母
子
家
庭
の
収

入
レ
ベ
ル
で
大
学
教
育
を
受
け
さ

せ
る
場
合
の
家
計
負
担
は
尋
常
で

な
い
こ
と
が
分
か
る
。
非
正
規
雇

用
比
率
が
高
い
母
親
が
世
帯
収
入

を
担
う
交
通
遺
児
家
庭
に
お
い
て

は
、
奨
学
金
を
始
め
と
す
る
修
学

支
援
が
不
可
欠
と
い
え
る
」
と
分

析
す
る
。

交
通
遺
児
育
英
会
の
主
な
事
業

内
容
は
、
奨
学
金
の
貸
与
、
学
生

寮
の
運
営
お
よ
び
家
賃
補
助
、
奨

学
生
の
指
導
・
育
成
の
3
本
柱

だ
。奨

学
金
の
貸
与
に
つ
い
て
は
、

同
会
設
立
以
来
�
年
間
で
、
5
万

5
5
9
4
人
に
対
し
5
2
6
億
円

を
貸
与
し
て
き
た
。
こ
れ
は
全
て

1
0
0
％
民
間
出
資
に
よ
る
基
金

で
ま
か
な
っ
て
い
る
。
現
在
貸
与

中
の
奨
学
生
の
内
訳
は
、
約
�
％

が
大
学
生
で
最
も
比
率
が
高
く
、

次
い
で
高
校
生
の
�
％
と
続
く
。

希
望
者
に
は
、
高
校
や
大
学
な
ど

へ
の
入
学
時
に
一
時
金
貸
与
も
行

っ
て
い
る
。

学
生
寮
に
つ
い
て
は
、
大
学
生

や
専
門
学
校
生
な
ど
向
け
に
「
心

塾
」
東
京
寮
、「
心
塾
」
関
西
寮

を
設
け
て
い
る
。
関
西
寮
は
民
間

寮
運
営
会
社
か
ら
の
借
り
上
げ
方

式
で
、
京
阪
神
エ
リ
ア
の
�
カ
所

を
利
用
し
て
い
る
。
塾
費
は
、
奨

学
金
の
利
用
で
な
ん
と
か
東
京
、

関
西
で
学
生
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
と
の
考
え
で
、
東

京
寮
の
例
で
は
月
1
万
円
（
朝
夕

食
事
つ
き
）
と
低
廉
な
設
定
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
就
職
し
て
か
ら

必
要
と
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
を
養
成
す
る
た
め
の
各

種
講
座
を
設
け
て
い
る
の
も
特
徴

的
だ
。
自
宅
外
の
賃
貸
住
居
か
ら

通
学
す
る
同
会
奨
学
生
に
対
し
て

は
、
平
成
�
年
度
下
期
か
ら
月
額

1
万
5
千
円
の
家
賃
補
助
制
度
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
と
こ
ろ
だ
。

奨
学
生
の
指
導
・
育
成
に
つ
い

て
は
、
学
業
成
績
の
チ
ェ
ッ
ク
、

指
導
を
行
い
、
成
績
に
よ
っ
て
奨

学
金
の
貸
与
の
停
止
、
復
活
な
ど

の
判
断
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

同
会
設
立
翌
年
か
ら
、「
高
校
奨

学
生
と
保
護
者
の
つ
ど
い
」
を
毎

年
開
催
し
、
全
国
の
高
校
奨
学
生

と
そ
の
保
護
者
が
情
報
を
交
換
・

共
有
す
る
場
を
提
供
し
て
き
た
。

高
校
奨
学
生
向
け
の
海
外
語
学
研

修
も
実
施
し
て
い
る
が
、
費
用
は

全
額
同
会
負
担
で
あ
る
。
毎
回
約

	
人
が
夏
休
み
の
3
週
間
、
米
国

で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
現

地
の
学
校
に
通

う
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、
奨
学
生
本

人
や
保
護
者
か

ら
も
高
い
評
価

を
得
て
い
る
。

同
会
は
昨
年

7
月
か
ら
、
公

益
社
団
法
人
Ａ
Ｃ
ジ
ャ
パ
ン
の
広

告
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
支
援
団
体
に
採

用
さ
れ
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
と
い

っ
た
公
共
放
送
に
お
い
て
そ
の
活

動
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
2
0
1

6
年
7
月
以
降
の
Ａ
Ｃ
広
告
の
継

続
も
す
で
に
決
定
し
て
お
り
、
同

会
は
、
今
後
さ
ら
な
る
認
知
度
向

上
に
よ
る
支
援
者
の
拡
大
と
そ
の

支
援
者
の
期
待
に
応
え
る
事
業
の

充
実
に
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い

と
し
て
い
る
。

柱柱
はは「「
奨奨
学学
金金
貸貸
与与
」」「「
学学
生生
寮寮
運運
営営
」」「「
奨奨
学学
生生
のの
指指
導導
・・
育育
成成
」」

修学支援事業 さらに強化へ

石
橋
健
一
専
務
理
事

第４次長期事業計画を策定交通遺児育英会

奨
学
金
返
還
の
免
除
制
度

拡
大
な
ど
新
た
に
検
討

「つどい」全体会の模様

アメリカ語学研修における
課外活動のひとコマ

「心塾」東京寮入口へのアプローチ

「つどい」でのグループ
ワークゲームの様子

日刊自動車新聞社が記事利用を許諾しています。
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